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今出川キャンパス（文系）

京田辺キャンパス（理系）同志社大学は、
京都の大学です

８学部１０研究科

６学部６研究科

２



日本のサイエンスコミュニケーションの歴史

１９４８年 朝永振一郎 「科学と人間」 文化のなかの科学の位置づけ

社会科学、人文科学との相互連関

１９６０年代 高度経済成長

１９７０年代 公害 反公害•反原発

１９８０年代 人間と社会の調和

１９９０年代 若者の科学技術離れ （理科離れ）

２００５年 ３機関で養成部門設置
東京大学 科学技術インタープリター養成
北海道大学 科学技術コミュニケーション養成
早稲田大学 科学技術ジャーナリスト養成

２００８年 同志社大学生命医科学部設置 ３

＊石浦先生



◎サイエンスコミュニケーター
サイエンスコミュニケーションは知の体系

一般社会の人々

理系分野
専門の人

文系分野
専門の人

科学技術に関連する問題

◎

原発
STAP細胞

遺伝子組換え食品

健康食品
再生医療

科学リテラシー

４



政 策 学 部政 策 学 部

生命医科学部

総合大学における文理横断型教育
サイエンスコミュニケーター養成副専攻 (2016年)

経済学部

文系学部 理系学部

1期生 37名 ５



政 策 学 部政 策 学 部

生命医科学部

総合大学における文理横断型教育
サイエンスコミュニケーター養成副専攻 (2017年)

社会学部 経済学部

文系学部 理系学部

2期生 41名 ６



政 策 学 部政 策 学 部

生命
医科学部

総合大学における文理横断型教育
サイエンスコミュニケーター養成副専攻 (2018年)

社会学部 経済学部

文系学部 理系学部文学部

3期生 ？ ７



同志社プログラムで育てたい学生

学部生
・将来のキャリア選択のための授業
・基礎からの学び（発表スキル、倫理）
・他分野の学生と共に学ぶ
・短期インターンシップ（早く現場を知る）

大学院生
・研究志向（論文あり） ⇒ アカデミアへ
○研究困難ー諦めて → 科学コミュニケーションへ

ー諦めず →  研究にしがみつく

・研究経験を生かして ⇒ プログラムへ
資質１：積極的な動機を持つ

将来型

従来型
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サイエンスコミュニケーター養成副専攻カリキュラム
２０単位以上で修了 定員４０名+ a（少人数制エリート教育）

◎サイエンスリテラシー科目群 （１２単位以上）
サイエンスリテラシー

科学技術概論Ⅰ（科学技術社会論）
科学技術概論Ⅱ（調査方法論/統計学）
アウトリーチ実習（科学技術表現実習)
サイエンスライティング
サイエンス・ナウ1(生命科学)
サイエンス・ナウ２(生命医科学入門) 
サイエンス・ナウ３(報道と広報の現場) 
サイエンス・ナウ４(科学史、原子力、感染）
サイエンス・ナウ５(インターンシップII 基礎講義)
サイエンス・ナウ６( 生命と社会 )
サイエンスとインテリジェンス

インターンシップ ビジネスワークショップⅠ（報道と広報）
メディカルワークショップⅡ（病院、医療少年院）

◎コミュニケーター関連科目群 （８単位以上）
生命医科学部科目•経済学部科目•社会学部科目
文学部科目•政策学部科目•心理学部科目 １０



＊石浦章一先生
東大科学技術インタープリター養成プログラムの立ち上げに協力

生命医科学部特別客員教授（〜2020）

来年から使用予定の
ライティング教科書
（2017 年完成）

リーダー養成のための
学部生向け倫理授業
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東京大学科学技術インタープリター
養成プログラム

同志社大学サイエンスコミュニケーター
養成プログラム

科学技術ｲﾝﾀｰﾌﾟﾘﾀｰ論Ⅰ 黒田玲子（一般）
科学技術ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ基礎論Ⅰ 廣野喜幸（ｱｳﾄﾘｰﾁ）
科学技術概論Ⅱ 中村正樹（研究不正）
サイエンスライティング 石浦章一

科学技術表現論Ⅰ 大島まり
（ﾏｽﾒﾃﾞｨｱ博物館）

科学技術ｲﾝﾀｰﾌﾟﾘﾀｰ特論Ⅰ 廣野、定松
（水俣病、原発）

科学技術ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ演習Ⅰ 岡本拓司（科学論）

科学技術研究指導（卒業研究）
科学技術特別研究

科学技術概論Ⅰ 石浦章一（一般）
科学技術概論Ⅱ 藤本昌代（統計、調査）

ｻｲｴﾝｽﾗｲﾃｨﾝｸﾞ 石浦章一
ｱｳﾄﾘｰﾁ実習 石浦章一

ｻｲｴﾝｽﾅｳ １ 石浦章一（現代生命科学）
ｻｲｴﾝｽﾅｳ ２ 野口範子（分子生物、医学）
ｻｲｴﾝｽﾅｳ ３ 野口範子他（ﾏｽｺﾐ、動物園）
ｻｲｴﾝｽﾅｳ ４ 定松淳（原発）
ｻｲｴﾝｽﾅｳ ５ 池川雅哉（ﾒﾃﾞｨｶﾙワーク）
ｻｲｴﾝｽﾅｳ ６ 齋藤直人他（生命科学

と社会）

ﾋﾞｼﾞﾈｽﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ（夏期集中）
ﾒﾃﾞｨｶﾙﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ（夏期集中）

サイエンスとインテリジェンス（佐藤優）2018〜
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佐藤 優 先生
（同志社大学神学部卒）

2018年度より、「サイエンスとインテリジェンス」
１３



・今までに講義に来ていただいた方々

上智大学グリーフケア研究所 所長
島薗進 教授

日本テレビ 桝太一さん

藤垣裕子 東京大学教授

その他、茂木健一郎、池上彰、
池谷裕二などの方々

１４



同志社プログラムの特徴

１．大学2、3年生に焦点を当て基礎学習の徹底

２．上から目線の説明は行わない
--- 異分野との交わり、双方向性に重点

３．出前授業などは、なるべく低学年向けに行い、
科学的根拠の説明に絞る

４．企業、医療、報道の現場を見る（ワークショップ）

１５



アウトリーチ実習

出前講義の例
＠クマムシ探索

・調査、プレゼン、実習、最終プレゼン

＠味を考える
・味覚調査、プレゼン、
実習、最終プレゼン、
質疑応答（グループ）

１６



ビジネスワークショップ

１．企業広報室 島津製作所、京セラ、イシダ、積水ハウス、

雪印メグミルク、etc.
２．放送局報道室 毎日放送、読売テレビ、京都放送、

朝日新聞、読売新聞、京都新聞 etc.
３．公営施設 京都市動物園

メディカルワークショップ

１．国立病院機構 南京都病院 重度心身障害病棟 (３コース)
２．京都医療少年院 (１コース)

発表会（京田辺） 学部を超えて学生が発表準備

短期インターンシップ

１７



発表会の風景

１８



生命医科学部長 進捗状況の把握•管理

サイエンスコミュニケーター養成副専攻
•プログラムリーダー（事業責任者野口）
•副専攻担当教授 （2020年度まで石浦）

講義•編成 教務委員会

企画•立案
講義•評価
運営全般

運営連絡会 報告•点検

参画学部 科目提供•評価

サイエンスコミュニケーター養成副専攻の組織図

ALL DOSHISHA
教育推進プログラム

に応募
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大学が学部の教育改革を支援！

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ

A学部 B学部

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ

C研究科

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ

大学の支援

新ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ

＋

新ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ

D学部

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ

新ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ

学長主導型教育改革
“ALL DOSHISHA教育推進プログラム”

同志社の教育力

２０



リーダー養成教育プログラム

卓越したグローバル教育

産業界の知見

同志社の建学の精神

１４学部１６研究科の総合知

大学の総合力を活かした
「多様性」を持ったリーダー輩出を！

起業家マインド

実業家 研究者 法曹界

社会福祉文学者

２１



マスメディア 教育 

行政機関 一般企業 


 


◎ 世界にはばたくグローバルリーダー
サイエンスコミュニケーター

２２



行動する副専攻履修学生

1期生 教員のインタビューを通して
研究室紹介のパンフ作成

2期生 世界学生環境サミットの実施

3期生 （予定）
京田辺市の９小学校へアウトリーチ

--- 親と子の科学教室（課外授業）

２３



SC
WSEN
DEP

volunteer

SC：Science Communicator
養成副専攻の学生
25名（生命•経済•社会）

WSEN: World Student 
Environment Network

２名
DEP: Doshisha Eco Project

１名 ２４



✔

✔

✔

✔

Concept ～開催の概念（学生からの提案）～

科学技術と環境
文化や自然環境の保全のために最新科学技術をどう使うか

水環境と地球環境
感染症などを引き起こす水環境の改善策をどうするか

環境保全と産業創出
観光資源から自然と産業の結びつきに触れ、災害から

産業を守る方法を模索する

文化と自然の共生
人間が自然・歴史に介入できる限界について考える

２５



SC
WSEN
DEP

volunteer

教員はお手伝い
野口範子、石浦章一、有井健、

次世代科学技術社会コミュニケー
ションセンター

事務も協力
国際課、学生支援課、教務課、
環境保全・実験実習支援センター

：同志社大学の学生がすべてを行う

必要に応じて多岐に渡る分野の方々と協働

運営組織（実行委員会）

２６



２０１６ ２０１７ ２０１８ ２０１９ ２０２０ ２０２１以降

参画学部 生命、経済 生命、経済、 生命、経済、 参画学部 すべての学部 すべての学部
社会 社会、文 の拡充 研究科から 研究科から

履修可能 履修可能

学生主体 研究室紹介 世界学生環境 世界学生環境 世界学生環境 世界学生環境 世界学生環境
の取組 ﾊﾟﾝﾌﾚｯﾄ作成 サミット準備 サミット開催 サミット参加 サミット参加 サミット参加

ﾊﾟﾝﾌﾚｯﾄ作成 ﾊﾟﾝﾌﾚｯﾄ作成 ﾊﾟﾝﾌﾚｯﾄ作成 ﾊﾟﾝﾌﾚｯﾄ作成 ﾊﾟﾝﾌﾚｯﾄ作成

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ ｶﾘｷｭﾗﾑ試行 ｻｲｴﾝｽﾗｲﾃｨﾝｸﾞ ｱｳﾄﾘｰﾁ実習 科学技術概論 研究倫理 独自の
開発 教科書作成 教科書作成 教科書作成 教科書作成 ﾃｷｽﾄ作成

ｶﾘｷｭﾗﾑ改善

教育セン センター設置 センター設置 センター運用 センター運用
ター設置 準備

大学院に 大学院カﾘ 大学院カﾘ 大学院カﾘ
拡張 ｷｭﾗﾑ作成 ｷｭﾗﾑ開始 ｷｭﾗﾑ継続

学科•専攻 学科•専攻
設置 設置準備

ALL DOSHISHA サイエンスコミュニケーター養成プログラムロードマップ
プログラムスタート
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サイエンスコミュニケーション教育センター

すべての学部•研究科から

履修可能

学部 研究科

一般社会の人々

官庁 企業 メディア 教育

２８



想定される就職先

１．企業・公共施設の広報室

（島津製作所、ｲｼﾀﾞ、ｵﾑﾛﾝ、ｵﾘﾝﾊﾟｽ、

積水ﾊｳｽ、ﾀﾞｲｷﾝ工業、ｷﾘﾝﾋﾞﾊﾞﾚｯｼﾞ、

雪印ﾒｸﾞﾐﾙｸ、食品会社、製薬会社、

京都市、京都府 etc.）

２．放送局報道室

（毎日放送、読売テレビ、京都放送、毎日新聞、

朝日新聞、読売新聞、京都新聞 etc.） ２９



ご清聴ありがとうございました
ご支援よろしくお願いいたします


	同志社大学におけるサイエンスコミュニケーター養成副専攻について

